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ペ 鍵 ひで通 し頁梱tて あ りませんか ら・粳:祉 囃 の ∫ 、コ
.原 報及び紹介の各々に夫々番號を付けて置きま.した。恂't
・.㌦篠 亀 蝌 の頁は構 よ吸 歓 ・と緻 します心 の








































































































物 理 化学 の 進 歩Vol、5No.1(1931)
第 五 卷 第 二 輯 は昭和 六 年 六 月 發 行 の豫 定
で あ ります。
本 誌 に欄 す る批 評,注意 嬰 求 等 は 京 都帝 國
大 畢 物 理 化躯 研 究 室 内 市 川!flあ て に
願 ひ ます。
(年三回刊行)X11六年 四 月i卜日 印 刷
物 理 化 學 の 進 歩
昭 和 六年 四 珂 三十 日 發 行 第五 卷第 一輯
定 債 金 堂 圓 五 拾錢
京艫帝 園大學物理化學研究室
編 輯 主 幹 堀 場 信 吉,
東}κ市赤坂甑惨毋町三丁 目十番地
發 行 者 佐 藤 正 叟
東亅訓i麹町甑飯口町二丁 目五十番旭




攤 鯨 二JL7i.OL^ilr電講 山{犒塁醫鑿
京 華 吐 印 刷 所 印 瑚
物 理 化学 の 進 歩Vol、5No.1(1931)
羅钁 の最高權威
京都帝國大學物理化學研究室編輯
物 理 化 學 の 進 歩
年 三 回 刊 行
第 一 卷:合 本 目,次 定價金五圓五LIrh
化學反應の副射設:。一次反應の機梅に關するRqア設に就て
理艇博士 堀 場 信u
1)slfon氏分壓の定律に對する逹背 に就て 理學揶士 四手井 次太郎
興奮水銀分子による水素の活性化に就て 近 森 識 一 郎
電無放電による活性水禦に就て特にその化墨的動作に就て
昌ツケル,銘 觸媒の存在に於ける水素の臨界電巫
ア ト ム スrラ ーvン
曁素及び水素Z)光に學結合に就て
鹽瓢 砿 素の光化鞴 合蹴 て㈱ 一報){
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赤外線吸牧パンドスペクトル,最近の赤クト線スペクトルの研究(第二)
理 擧 士 石 野 俊 夫
過ヤンガン酸の邏元作用機轉に就て(共一)古 谷 登
モレキコ・ラー●ストラーレン 理 學 士 城 野 和 三 郎
ラング ミーアの觸媒殲 、..農 學 士 李 泰 圭
光化學作用と生命(通俗講演)理 駆博士 堀 場 信 吉
ボーラログラフに依る鍋錯鹽の研究(第一報)農 畢博士 志 方 盆 三
混合氣艦のDaltou分壓定律に野 する化墨的原因に基 く
遶背に就て(第二報)鹽化ガく素水蒸氣 理吊博士 四乎井 次太郎
蟹化ナr・ウ・並に蹴 ・・ウ・嚥 氣壓蹴 解 魁 魏 轟 信講
1.angmuir氏の髑媒理論(其二)理 礁 士 李 泰 圭
ゾルの流動による異方性に麓て 理 那 士 城 野 和 三 郎
コロイ ド粒子大さu:定に圏する諸法 理 學i石 井 新 次rs
.興奮水銀原子による光化篳感應に獣 て 槌 本 朝 亮
酸化銅竃極に劉するItecrlueroi効果の研究に就て 理 學 士 迚7h永 夫
化學原子慣に親て(講演)理 横罅士 堀 場 信 吉
第二卷 合 本 目 次 定價金四圓五拾錢
樟腦の蒸氣壓測定(豫報)理 愚 士 古 本 晴 一
・沃化蜘 蒸糎 測定 .{卿 士 舞 鞏 躰
還元・ツ・・の惣 ・於ける一酸化素・分解(飆 一 醗 難 攀 場泰ず種
特殊の膠貿系に對 して「ワイゲル ト効果」の獵擬第一報(補 逶)

























































ボーラ・グラ・に依る銅鑼 の研究{鑑 讐 圭
ワイゲル ト効 果の研究(第二報)主に光覆化鍛 に就て……… 浬$一'士 今








































































































































鯛 蝿 子の酸 による輝 變化{理 學撒
アルカリ金屬とハ ロゲンとの反應に就て 理 學 士
電氣遐動現象特に流動電位に就て
減摩作用に就て 班 墨 士
London著量子論 と化學的綜合 理畢傅士
濃厚水溶液の蒸氣mの測w(共二)
鹽化第一錦及臭化第一銅の光化學反應に關する研究……… 理 學 士 石 井 薪 次 郎





















































































第 四卷 第 一 輯 目 彡く 定價金一圓五十錢
鹽累 及水素の光化撃結合に就て 理 學 士
或種の畷 彪 齷 に對す・光の認 第二報)轡 駈
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第四卷 第 輯 目1:
水銀沃化物のワイゲル ト効果に就て
催『輦r圭攀 場泰信 墓
理 景 士 李 泰 圭
理 ～婆士 市 川 祕 治
理 學 士 城 野 和 三 郎
理學博士 堀 楊 信 古
定價金一圓五拾錢
砿 分 化 學
膨潤 に醐する法則4L$'};き二 三の 例izkJtて
Seequerel効果 に就 て
活 性 窒 素
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定 價 金 八 圓 迭 料 金 二 十 七 錢
近 世 代 數 學 の 劃 期 的 發 逹 を 招 致 した も の は 實 に 十 九 世 紀
末 に 現 は れyzと 體 との 理 論 で あ る,か の 方 程 式 の 可 解
性 に 關 す るraや 或 は 希 臘 以 來 未 解 決 の1で 殘 され て ゐ
尢 作 囲 問 題 等 に 對 し 明 快 な 解 決 を興 へyrも の は 此 の理 論
で あ る.更 に 代 數 學 を新 な 展 望 の 下 に 開 展 せ しめ た もの
竜亦 此 の3T;uであ る。 實 に 群 と醴 と は 現 代 の 代 數 學 の想
幹 を な し 今 や 正 に 數 學 の 一 部 門 を 形 成 す る に 至 つ 尢。 爾
群 と體 と は 数 學 の 他 の 部 門Ezあ つ て 竜或 は 奥 底 に 潜 み 或
は 表 面 に 纈 は れ て:重要 な 役 日 を 演 ず る,さ れ ば 現 代 の數
學 を 究 め ん と す る者 に は 勿 論,まブ～廣 く數 學 の 塞 礎 的 考 察
を な すLL取 つ て も必 要 缺 くぺ か らざ る概 念 で あ る。fiU
もZれb.6fJすろ著 述 は 我 が 國sz於 て は 皆 無 で あ る。 著 者
は2れ を泄 懺 と してNrを 上 下 二 卷 に 分 ち 世 界 に 於 け る
近 世 代 數 學 の 毅 逹 を 大 翫 し更 に 口 らの 創 意 を加 へ て本 書
を 完 成 す るtt至つ 尢,著 者 は 一 般 讀 者 の 爲 に 微 細 の點 に
立 入 らず 努 め て 大 綱 を#53げて そ の 本 頭 を容 易 に理 解 せ し
め る こ と に 意 を用 ひ て ゐ る。3Tis本書 は 近 世 代 數 學 の 發
達 と そ の 趨 勢 と を 一 口 の 下(L瞭然 尢 ら しめ る好 佃 の 著 述
で あ る。
「 一





本via'動物 各種に亘r興 味津φた る個磴駿生の問題をば主 として形態
學的方面 よう觀 じ現時世 界に於ける生物發生學に關する最新最高の諸
學説 を網羅 して著者多年 の研究 を要約 し斯學の最尖y4の動 きを如$6t
述べπ ものでf米!:)iても殆どその類井 を見ざ る底の ものである。
1・生殖細胞の生立 ちよh受";、分割 を紙 て發育の初期に至 る経過を詳
逑 し、一方には共準備 として發生學の歴史、細胞及び細胞分裂 に關
す る醗明を與へ、他方 には發生bz件ふ問題 として處女生殖、遺薛、
性別の原囚等 を論 じた。
2.處女生殖、性 と泄傳等の方面:こは最薪の知識 を紹介 した。例へば精
子 を興へず して人工的に卵 を贅育きせる所謂人工處女生殖、或は核
を除_,:した卵子 に精子が入つて發育 を逾 げる童 貞生殖、雌が雄 とな
う又雄がntt::じて生殖 を行ひ得 るlz至る性 の轉換、其筆の結果 と
して生ず る子の性、牛身つつ雌 と雄 とがnは されア～樣 な雌雄筱合
體 の動物、雌雄 何れに も屬せ》λ問性の もの、或は程度 を越えrz超性
の雌雄等に關する研究 は、本il誓に於て始 めて紹 介せ られア～興味深N




は全 く本V以 て嚆矢 とす る。.生物學 を專門に志す士は勿論、舜者や
醫學に志す人 、動槌物の交徴 を受け4と する人、其 他少 くとも生物㊧
敬生 に興味 を右ちその最新の學説 を知 らん とす 灸入々には必讀すべ き
好著である。
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京都帝國大學歡授 理學博士 園 正 造 先 生 著
方 程 式 論







第」編 繕 詮'第 二編 三次及び四譲方程式






ち入らうとせ られ る場合に も極 めて有釜である。又例へばイiFI!係數方程式の有理綴
を求めること、根の近似値を求めること、或は根の對稱式を係数で表はすことなど
の如 く、唯一寸理窟を知うたばか りでは賽際に當つて問題を解 くのに十分で%a.U'Lk
な種頚の#4に對 し.ては、その根本に横はる理論を明かにして、之に關する演算は
如何にして手數 を省 き簡潔に處理すべきかを_k例 を畢げて溌き示してある。爾問
題は所設;の會得理解を資けることと問題自身の取扱ひに習熟せ しめることの二黜に
留意して廣い範1椰こ瓦つて腫類を多 く選び少なからナ思考を廻 らして之を塾理分類






,物 理 化 学 の 進 歩Vol、5No.1(1931)
東北帝國大學教授 理學博士 大 久 保 準 三 著
攤 難 鑢繍●
定 便 金 六 圓 五 拾 錢 途 料 金 廿 七 錢
本 書 は{ji1,のrl8等敢 育 物 理 學 敢 授 要 日 に 墓 い て 物 理 學
一・般 の 知 識 を平 易 に且 つ 系 統 的 に詳 逑 して,奨の 概 念 を遺
一漏 な く收 得 せ しめ る と共 に 日常 生 活 に於 て 屡 遭 遇 す る多
くの 事 項 を も加 へ,物理 學 の實 際 的u用tzせ しめ んZと
を期 した。 就 中 共 の 墓 礎 的 事 實 並 に奘 の 原 則・法 則 の物 理
學 的 意 義 を詳 設 し,其の 根 本 的 知 議 を理 解 せ しめ るzと に
努 あ ブ～。 且 つ 物 理 學 最 近 の發 逹 を も逑 べ,カめ て 新 知 識 を
y;aらし め る と共 に,世界 の 物 理 學 逅 歩 の 趨 勢 を 明 かt:した。
挿 圖 は 物 理 學 鵠 義 に極 め て重 要 な る地 位 を 占 め る もの で
▼あ るか ら,力め て 多 數 に 之 を探 ∫口し,面も十 分 に 意 を用 ひ て
直 接 實 驗 した 賓 物 寫 眞 を …多 く'IJｰJ.TE4TJGf!RDtの如 き 竜 多 く
實 物 の 寫 具 を以 て し尢。 樹 各 種 類 の 計 算 をJし,其
の 模 範 的 解 法 を.示し何 人 に 竜直!ζ要rrを 會 得 せ しめ るや
うに 心・掛zナブ～。
要 す る に本 書 は 著 者 が 豊 富 な る學 識 を以 て物 理 學 全 般 に
亙3縱 横 に解 設 しYzるmの,此の點 に 於 てー くtitを 見 な
い の で,中等 學 校 物 理 學 敢 員 諸 先 生 に とつ て は 實 に貴 重 な
る数 授 賓 料 に 富U無 比 の 寶 典 で あ う懐 た 學 生 諸 子 は 本 書
に ょ つ て 中 學 程 度 以 上 の 物 理 學 を 容 易に 自修 し得 る の で
ある。 實 に 本 書 は 物 理 學 蓴 攻 者,中等 學捜 敏 師,學生,高等 諸
學校 受 驗 生 そ の 他 苟 竜物 理 學 を學 ば4と す る者 萬 人 必 備
の最 高 模 範 的 黔 義 た る 良 書 で あ る。
